
 

新型コロナウイルス感染症の位置づけが今年５月

から「５類感染症」となり、研修会や記念大会など断

酒会の諸活動もほぼ回復した一年となりました。 

 来年 2024（令和 6）年 10 月には、全断連全国大会が

大阪・堺市での開催が予定されています。また 2025（令

和 7）年 5月には、吹田市断酒会 50周年記念大会も予

定されています。 

 これからもみなさんと知恵と力を合わせて、断酒会

を盛り立てていきましょう！ 

 

 
 

 



酒を飲まないのが最大の償いである、と考える人は

多い。確かに、酒が直接原因で家族や周囲の人々が受

けた苦痛は、われわれの想像をはるかに超える。従っ

て、われわれが酒を断つことで家族の苦しみは半減し、

幸せな生活を除々に取戻す。 

なぜ苦しみが半分残り、幸せが徐々にしか取戻せな

いだろうか。それは、酒を飲まないことだけで償いが

終わるものではないから、すべてが一挙に解決しない

ということである。 

酒を断ってすぐに、迷惑をかけた人たちに何とか償

いたいと考える人は少ない。酒を飲まないことだけに

集中して、周囲の人たちに対する配慮に欠けるのは無

理のないことである。しかし、断酒が継続される過程

で、過去の自分の所業に罪の意識を持ち、何とか償わ

ねばならないと考えることは、人間なら当然のことで

ある。 

しかし、アルコール依存症は病気であるので、病んだ

心が原因で行った様々な行為に、罪の意識が強すぎる

ことは危険である。そんな自分を許せないと考えて自

分を責め続ける人は、決して家族の望む償いをするこ

とができない。自分本来の人間性を肯定し、病んだ自

分の心を許すやさしさがなければ、人を幸せにするこ

となどできるはずがないのである。     〈中略〉 

断酒会の創世期に、松村春繁(全断連初代会長)が病

軀に鞭打って全国行脚したのも、第一世代の断酒会員

たちが、断酒会結成のためすべてをなげうって各地を

奔走したのも、償いの心を潜めていたと考えられる。 

家族以外の人たちに対する償いも必要不可欠であ

る。詑びるだけでな

く、経済的に迷惑を

かけていたら具体的

な形で償うべきであ

る。借りた物や金は、

早急に弁償すること

が大切である。現在

それが不可能なら、近い将来弁償すればよい。物事の

けじめをつけられなかった飲酒時代を考えると、これ

は自分が回復するためには欠かせないことである。 

もっと広い視野で考えると、社会に対してかけた迷

惑の償いに、その社会に積極的に貢献することである。

自ら治療を受けている人たちは勿論、地域で酒害に悩

んでいる人たちを支援することである。もっともっと

広く考えると、酒害者を新しくつくらないための、酒

害啓発活動がある。 

 

 

「断酒継続者と会える 

アルコール依存相談窓口」開設中！ 

吹田支部、南千里支部例会の開催前、昼例会の終了後

時間を活用して、常設の「酒害相談」に取り組んでい

ます。吹田市内の薬局さんにはチラシが掲示されて

います。 

新しい仲間！ 

Ｓ・Ｋさん（吹田支部）です。 

兵庫県西宮断酒友の会から、11 月 4 日移籍されまし

た。みなさん、よろしくお願いします。 

 

●滋賀県断酒同友会あゆの会家族研修会 

  12 月 10 日（日） 13：30～16：30 

  滋賀県立男女共同参画センター 

  参加費：無料 酒害者本人の参加も可 

●神戸市断酒会シングルの集い一日研修会 

  12 月 23 日（土祝）10：00～16：00 

  アステップ KOBE 

  参加費：500 円 

●京都府断酒平安会家族会 

「みやび」５周年記念大会 

  1 月 14 日（日） 13：30～16：30 

  京都市ひとまち交流会館 

  参加費：無料 酒害者本人の参加も可 

●北河内断酒連合会一日研修会 

  １月 28 日（日） 10：30～16：00 

  ラポール枚方 

  参加費：1.000 円 

●第 36 回大阪アメシストの集い 

  ２月 11 日（日） 10：30～15：30 

  国際障害者交流センター（堺市） 

  参加費：1.500 円 

 

断酒新生指針 六   

家族はもとより、迷惑をかけた人たちに償いを

する 


